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激
動
の
生
保
業
界

生
命
保
険
会
社
の
金
利
リ
ス
ク
に
対
す
る

今
後
の
動
向
を
注
視

生
保
経
営
の
高
度
化
を
促
す

経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制

２
０
２
０
年
６
月
に
「
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制
等
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
報
告
書
が
金

融
庁
か
ら
公
表
さ
れ
、
25
年
度
よ
り
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
比
率
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
）
が
導
入
さ
れ
る

見
込
み
と
な
っ
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｒ
導
入
は
、
生
命
保
険
会
社
の
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
導
入
に
至
る
背
景
か
ら
、
主
な
ポ
イ
ン
ト
、
官
民
の
取
組
状
況
に

触
れ
、
最
後
に
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
生
命
保
険
会
社
へ
の
影
響
を
論
じ
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
意
見

に
関
す
る
部
分
は
、
あ
く
ま
で
も
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
所
属
し
て
い
る
法
人
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制
と

Ｅ
Ｓ
Ｒ
の
導
入
の
背
景

　

保
険
会
社
の
存
在
意
義
の
中
で
最

も
重
要
な
も
の
の
一
つ
が
、
保
険
契

約
に
基
づ
く
債
務
の
確
実
な
履
行
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
保
険
会
社
の
財

務
内
容
に
つ
い
て
、
突
発
的
な
事
象

な
ど
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
耐
久
力

が
あ
る
か
を
継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
、
必
要
に
応
じ
て
監
督
当
局
に

よ
る
介
入
を
も
っ
て
財
務
の
健
全
化

を
図
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
を
「
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制
」
と
い

う
。

　

日
本
に
お
け
る
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規

制
は
、
保
険
業
法
の
全
面
的
な
改
正

が
行
わ
れ
た
１
９
９
６
年
に
ソ
ル
ベ

ン
シ
ー
・
マ
ー
ジ
ン
比
率
（
Ｓ
Ｍ

Ｒ
）
と
し
て
初
め
て
導
入
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｍ
Ｒ
は
リ
ス
ク
量
の
２
分
の
１
を

分
母
と
し
、
そ
の
リ
ス
ク
を
補
う
純

資
産
相
当
分
（
マ
ー
ジ
ン
）
を
分
子

に
し
た
比
率
で
あ
り
、
リ
ス
ク
量
と

マ
ー
ジ
ン
が
同
額
で
あ
る
２
０
０
％

が
監
督
当
局
に
よ
る
是
正
措
置
の
発

動
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制
が
導
入
さ
れ

た
直
後
の
２
０
０
０
年
前
後
に
、
Ｓ

Ｍ
Ｒ
が
２
０
０
％
を
超
え
て
い
な
が

ら
破
綻
す
る
生
命
保
険
会
社
が
相
次

い
だ
。
直
接
の
原
因
は
逆
ザ
ヤ
（
資

あ
ず
さ
監
査
法
人
　
金
融
統
轄
事
業
部

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

髙
橋
隆
司
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激動の生保業界

産
運
用
収
益
が
保
険
負
債
の
利
息
増

加
分
を
下
回
る
状
況
）
で
あ
っ
た
が
、

Ｓ
Ｍ
Ｒ
が
経
済
価
値
ベ
ー
ス
で
な
い

こ
と
か
ら
将
来
の
逆
ザ
ヤ
を
早
期
に

検
知
で
き
な
い
仕
組
み
で
あ
る
た
め
、

Ｓ
Ｍ
Ｒ
を
経
済
価
値
ベ
ー
ス
に
変
え

る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
。

　

こ
れ
を
受
け
金
融
庁
は
、「
ソ
ル

ベ
ン
シ
ー
・
マ
ー
ジ
ン
比
率
の
算
出

基
準
等
に
関
す
る
検
討
チ
ー
ム
」
を

06
年
に
設
置
し
、
07
年
に
そ
の
報
告

書
を
公
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、
現
行

Ｓ
Ｍ
Ｒ
を
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル

ベ
ン
シ
ー
比
率
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
）
に
変
え

る
方
向
性
が
検
討
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｒ

を
開
発
す
る
た
め
、
金
融
庁
は
10
年

に
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
を
開
始
し
た
。

こ
れ
は
、
金
融
庁
が
設
定
し
た
要
件

定
義
（
仕
様
書
）
を
踏
ま
え
た
試
算

を
保
険
会
社
が
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
。
現
在
も
年
１
回
の
ペ
ー
ス
で
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

た
保
険
会
社
と
の
対
話
を
通
し
て
、

計
測
方
法
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
間
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
は
、
保

険
監
督
者
国
際
機
構
（
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
）

が
国
際
的
に
活
動
す
る
保
険
グ
ル
ー

プ
（
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｇ
）
向
け
の
ソ
ル
ベ
ン

シ
ー
規
制
と
し
て
の
国
際
資
本
基
準

（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
の
開
発
を
13
年
か
ら
始

め
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
も
類
似

の
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て

い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｓ
も
経
済
価
値
ベ
ー
ス

で
あ
る
た
め
、
16
年
以
降
の
国
内
の

フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ

の
考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
し
た
仕
様
書

を
用
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
金
融
庁
は
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の
検
討

の
一
環
と
し
て
、
内
部
管
理
と
し
て

の
統
合
的
リ
ス
ク
管
理
（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
）

の
高
度
化
の
促
進
に
も
着
手
し
た
。

Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
に
よ
っ
て
11
年
に
採
択
さ

れ
た
保
険
基
本
原
則
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
ｓ
）

に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
金
融
庁
は
14
年
に
監
督
指
針
を

改
訂
し
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
追
加
し
た
。
Ｅ

Ｒ
Ｍ
で
は
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
資
本

管
理
が
求
め
ら
れ
た
た
め
、
こ
れ
を

契
機
に
、
各
生
命
保
険
会
社
は
独
自

の
Ｅ
Ｓ
Ｒ
を
開
発
し
、
今
日
に
至
っ

て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
導
入
時
期
が
25
年
に
な

る
方
向
性
が
見
え
て
き
た
19
年
、
金

融
庁
は
「
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル

ベ
ン
シ
ー
規
制
等
に
関
す
る
有
識
者

会
議
」
を
設
置
し
、
20
年
６
月
に
そ

の
報
告
書
を
公
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｓ
と
同
じ
25
年
度
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｒ

を
導
入
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　

前
述
の
と
お
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
は
２
０

０
０
年
前
後
か
ら
必
要
性
が
認
識
さ

れ
始
め
た
の
だ
が
、
終
身
保
険
や
終

身
年
金
保
険
等
の
超
長
期
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
を
持
つ
保
険
契
約
を
保

有
す
る
生
命
保
険
会
社
で
は
、
何
十

年
も
先
の
わ
ず
か
な
金
利
変
動
で
マ

ー
ジ
ン
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
に

当
初
、
大
き
な
抵
抗
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
20
年
ほ
ど

た
っ
た
現
在
ま
で
に
、
生
命
保
険
会

社
で
Ａ
Ｌ
Ｍ
が
浸
透
し
た
こ
と
で
資

産
・
負
債
構
造
の
改
善
が
図
ら
れ
、

金
利
リ
ス
ク
へ
の
対
応
力
が
一
定
程

度
備
わ
っ
て
き
た
。

　

ほ
か
に
も
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
目
的
で
の
独

自
の
Ｅ
Ｓ
Ｒ
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
、

欧
州
で
導
入
予
定
の
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
基
準

も
保
険
負
債
は
経
済
価
値
ベ
ー
ス
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
導
入
に

向
け
て
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ

た
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

全
社
平
均
Ｅ
Ｓ
Ｒ
は

１
８
７
％

　

Ｅ
Ｓ
Ｒ
の
計
測
は
、
ま
ず
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
の
資
産
・
負
債
を
経
済
価

値
ベ
ー
ス
で
評
価
し
、
そ
の
差
額
と

し
て
純
資
産
相
当
分
で
あ
る
マ
ー
ジ

ン
を
認
識
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

生
命
保
険
会
社
の
資
産
は
債
券
等
の

有
価
証
券
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、

そ
の
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
評
価
は
比

較
的
容
易
に
把
握
で
き
る
。

　

一
方
で
、
時
価
の
な
い
保
険
負
債

の
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
評
価
に
当
た

っ
て
は
、
市
場
に
整
合
的
な
原
則
・

手
法
・
パ
ラ
メ
ー
タ
を
用
い
る
測
定

方
法
に
よ
り
導
か
れ
る
将
来
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
現
在
価
値
を
用
い
る
。

こ
の
際
に
用
い
る
割
引
率
の
う
ち
、

60
年
超
の
期
間
の
部
分
に
は
終
局
金

利
（
Ｕ
Ｆ
Ｒ
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
超
長
期
の
フ
ォ
ワ
ー
ド
レ

ー
ト
は
終
局
的
に
一
定
の
水
準
に
向

け
て
収
束
す
る
と
の
前
提
に
立
っ
て

決
定
す
る
手
法
で
あ
る
。
生
命
保
険

会
社
で
は
、
こ
の
超
長
期
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
占
め
る
割
合
が
大
き

い
た
め
、
こ
の
部
分
の
水
準
が
安
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
負
債
の

過
度
な
変
動
性
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

　

次
に
、
こ
の
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
対
し
、
死
亡
率

悪
化
や
市
場
金
利
低
下
等
の
ス
ト
レ

ス
が
発
生
し
た
時
の
資
産
・
負
債
を

再
測
定
し
、
そ
こ
で
生
じ
た
マ
ー
ジ

ン
の
変
動
額
を
生
命
保
険
リ
ス
ク
や

金
利
リ
ス
ク
等
の
リ
ス
ク
量
と
し
て
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把
握
す
る
。

　

こ
れ
ら
で
求
め
ら
れ
た
リ
ス
ク
量

を
分
母
に
し
、
マ
ー
ジ
ン
を
分
子
に

し
た
比
率
が
Ｅ
Ｓ
Ｒ
で
あ
る
。
Ｓ
Ｍ

Ｒ
の
よ
う
に
リ
ス
ク
量
に
２
分
の
１

を
乗
じ
な
い
の
で
、
リ
ス
ク
と
マ
ー

ジ
ン
が
同
額
な
の
は
Ｅ
Ｓ
Ｒ
が
１
０

０
％
の
時
と
な
る
。
21
年
６
月
に
金

融
庁
が
公
表
し
た
検
討
資
料
「
経
済

価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制

等
に
関
す
る
検
討
状
況
に
つ
い
て
」

で
は
、
国
内
の
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト

に
お
け
る
20
年
３
月
末
基
準
の
単
体

ベ
ー
ス
の
生
命
保
険
会
社
の
全
社
平

均
Ｅ
Ｓ
Ｒ
は
１
８
７
％
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
生
命
保

険
会
社
は
、
こ
の
指
標
上
で
は
十
分

な
耐
久
力
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。計

算
精
度
が
向
上
す
る

マ
ー
ジ
ン
と
金
利
リ
ス
ク

　

Ｓ
Ｍ
Ｒ
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｒ
に
変
わ
る
こ

と
で
大
き
く
改
善
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
も
の
は
、
市
場
金
利
の
変
動
に

対
す
る
財
務
内
容
の
耐
久
力
の
評
価

で
あ
ろ
う
。
影
響
は
大
き
く
２
カ
所

に
表
れ
、
そ
の
一
つ
が
マ
ー
ジ
ン
で

あ
る
。

　

現
行
Ｓ
Ｍ
Ｒ
で
の
保
険
負
債
の
測

定
で
は
、
保
険
契
約
引
受
時
に
定
め

た
割
引
率
（
保
険
料
の
計
算
に
も
用

い
ら
れ
る
の
で
「
予
定
利
率
」
と
も

呼
ば
れ
る
）
等
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を

変
え
ず
に
、
当
該
契
約
の
終
了
ま
で

使
い
続
け
る
方
式
（
ロ
ッ
ク
・
イ
ン

方
式
）
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
過
去

の
生
命
保
険
契
約
の
予
定
利
率
は
現

在
の
市
場
金
利
の
水
準
に
比
べ
る
と

高
く
、
例
え
ば
１
９
８
０
年
代
に
販

売
さ
れ
て
い
た
超
長
期
の
終
身
保
険

等
の
予
定
利
率
は
５
％
を
超
え
る
水

準
と
な
っ
て
い
た
。
ロ
ッ
ク
・
イ
ン

方
式
だ
と
、
こ
の
契
約
か
ら
発
生
す

る
将
来
の
逆
ザ
ヤ
に
よ
る
損
失
分
は
、

Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
マ
ー
ジ
ン
に
は
反
映
さ
れ

な
い
こ
と
と
な
る
。

　

一
方
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
は
市
場
金
利
に
整

合
的
な
割
引
率
を
使
用
す
る
た
め
、

将
来
の
逆
ザ
ヤ
分
も
マ
ー
ジ
ン
に
反

映
さ
れ
る
の
で
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
よ
り
も
悪

化
状
態
が
早
期
に
検
出
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
従
っ
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
は
契
約

者
保
護
の
観
点
か
ら
Ｓ
Ｍ
Ｒ
よ
り
も

優
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
影
響
が
、
金
利
リ
ス

ク
で
あ
る
。
金
利
リ
ス
ク
は
Ｅ
Ｓ
Ｒ

の
よ
う
に
、
資
産
と
負
債
を
一
体
で

再
評
価
す
る
方
が
よ
り
適
切
な
評
価

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
生
命

保
険
会
社
に
先
行
導
入
さ
れ
て
い
る

Ｅ
Ｒ
Ｍ
上
の
各
社
独
自
の
Ｅ
Ｓ
Ｒ
も

こ
の
よ
う
に
測
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
リ
ス
ク
量
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、

資
産
と
負
債
の
金
利
低
下
時
の
変
動

額
を
近
づ
け
る
対
策
が
と
ら
れ
て
い

る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
資
産
の
デ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
長
期
化
（
保
険
負
債
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
長
さ
に
近
づ
け

る
た
め
に
長
期
債
を
購
入
す
る
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
で
の
金
利
リ
ス
ク
は
、

ロ
ッ
ク
・
イ
ン
方
式
の
保
険
負
債
に

固
定
さ
れ
た
リ
ス
ク
係
数
を
乗
じ
る

方
式
で
あ
る
た
め
、
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
長
期
化
等
の
資
産
と
負
債
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
構
造
の
改
善
の
有

無
が
リ
ス
ク
量
に
適
切
に
反
映
さ
れ

な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の

導
入
に
よ
り
、
生
命
保
険
会
社
の
Ｅ

Ｒ
Ｍ
と
の
整
合
性
が
向
上
す
る
こ
と

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る「
妥
当
性
検
証
」

　

２
０
２
５
年
度
の
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の
導
入

に
向
け
て
、
22
年
に
仕
様
を
暫
定
的

に
決
定
し
、
24
年
に
基
準
を
最
終
化

す
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
は
暫
定
決
定
の
内
容
が
最

大
の
関
心
事
で
あ
ろ
う
。
22
年
の
い

つ
頃
に
な
る
か
は
報
告
書
に
明
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
前
述
の
検
討
資
料

が
21
年
の
６
月
に
公
表
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
今
年
の
同
時
期
に
公
表
さ
れ

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
は
仕
様
書
の
詳
細
を
詰
め
て

い
る
段
階
で
あ
る
が
、
基
本
的
な
骨

格
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
暫
定
決
定
に

よ
っ
て
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の
値
で
生
命
保
険
会

社
に
大
き
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
発
生
す

る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、

暫
定
決
定
に
お
い
て
関
心
が
高
い
の

は
、
妥
当
性
検
証
の
部
分
か
も
し
れ

な
い
。
現
行
Ｓ
Ｍ
Ｒ
は
財
務
会
計
の

情
報
を
ベ
ー
ス
に
計
測
す
る
の
で
、

財
務
諸
表
が
監
査
済
み
で
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
そ
の
数
値
の
信
頼
性
は
一

定
程
度
担
保
さ
れ
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
対
す

る
外
部
（
外
部
監
査
）
か
ら
の
妥
当

性
検
証
の
仕
組
み
は
求
め
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
Ｅ
Ｓ
Ｒ

で
は
、
金
利
リ
ス
ク
の
評
価
と
い
っ

た
財
務
会
計
の
情
報
以
外
に
必
要
と

さ
れ
る
情
報
が
拡
大
す
る
こ
と
か
ら
、

妥
当
性
検
証
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
生
命
保
険
会
社
の
業
務
負
荷

に
も
影
響
す
る
た
め
、
ど
の
程
度
の
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も
の
が
求
め
ら
れ
る
の
か
注
視
し
た

い
。

　

ま
た
、
生
命
保
険
会
社
の
内
部
で

は
、
計
算
プ
ロ
セ
ス
の
高
度
化
が
大

き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
フ
ィ

ー
ル
ド
テ
ス
ト
の
締
切
は
比
較
的
余

裕
が
あ
る
が
、
導
入
後
は
報
告
時
期

が
早
ま
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

そ
の
場
合
は
プ
ロ
セ
ス
の
早
期
化
が

必
要
と
な
る
。
ま
た
、
前
述
の
妥
当

性
検
証
が
制
度
上
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
検
証
態
勢
や
外
部
監
査

の
受
入
体
制
の
整
備
も
必
要
と
な
る
。

先
進
的
な
生
命
保
険
会
社
で
は
、
こ

れ
ら
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
も
よ

う
で
あ
る
。

金
利
リ
ス
ク
対
応
の
巧
拙
が

生
保
経
営
の
成
否
を
左
右

　

Ｅ
Ｓ
Ｒ
は
先
行
導
入
さ
れ
て
い
る

Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
の
整
合
性
が
向
上
す
る
た

め
、
生
命
保
険
会
社
で
は
、
後
述
す

る
資
本
配
賦
等
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス

戦
略
が
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、

Ｅ
Ｓ
Ｒ
を
含
む
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制

の
見
直
し
の
対
象
に
、
現
行
の
財
務

会
計
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注

意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、

25
年
度
に
は
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
Ｅ

Ｓ
Ｒ
と
、
経
済
価
値
ベ
ー
ス
で
な
い

財
務
会
計
が
並
ん
で
開
示
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

保
険
負
債
が
経
済
価
値
ベ
ー
ス
で
あ

る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
基
準
の
導
入
タ
イ
ミ
ン

グ
を
見
計
ら
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
基
準
に
つ
い
て
は
、

現
在
は
連
結
財
務
諸
表
に
任
意
の
適

用
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
３
メ
ガ
損

害
保
険
会
社
グ
ル
ー
プ
が
そ
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
以

下
で
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
・
Ｅ
Ｓ
Ｒ
・
財
務

会
計
の
す
べ
て
が
経
済
価
値
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
い
る
前
提
で
、
生
命
保
険

会
社
へ
の
影
響
を
述
べ
た
い
。

　

大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
が
、
Ｅ

Ｒ
Ｍ
上
の
資
本
配
賦
で
あ
ろ
う
。
Ｅ

Ｒ
Ｍ
で
は
、
資
本
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ

ジ
ネ
ス
ラ
イ
ン
が
持
つ
リ
ス
ク
に
応

じ
て
配
賦
し
、
そ
の
配
賦
額
に
対
す

る
リ
タ
ー
ン
で
あ
る
リ
タ
ー
ン
・
オ

ン
・
リ
ス
ク
（
Ｒ
Ｏ
Ｒ
）
を
最
大
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
効
率
を

向
上
さ
せ
て
い
る
。
現
行
Ｓ
Ｍ
Ｒ
は

経
済
価
値
ベ
ー
ス
で
な
い
た
め
、
経

済
価
値
ベ
ー
ス
で
の
資
本
配
賦
と
は

整
合
性
が
と
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
十

分
に
配
賦
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
発

生
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
述
の
デ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
長
期
化
で
経
済
価

値
ベ
ー
ス
で
は
金
利
リ
ス
ク
量
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
制
約
で
金
利
リ
ス
ク
に
過

度
な
配
賦
が
要
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
等

で
あ
る
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
が
Ｅ
Ｓ
Ｒ
に
変
わ

る
と
、
こ
の
よ
う
な
非
効
率
な
事
態

は
改
善
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
分
だ
け

リ
タ
ー
ン
を
産
む
資
本
配
賦
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
結
果
的
に
生
命
保

険
会
社
全
体
の
リ
タ
ー
ン
が
向
上
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

次
に
商
品
開
発
で
あ
る
。
現
行
の

財
務
会
計
と
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
お
け
る
保
険

負
債
の
積
立
方
法
で
は
、
生
命
保
険

契
約
の
販
売
時
に
発
生
す
る
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
へ
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
の
新

契
約
費
を
保
険
期
間
に
応
じ
て
償
却

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
保
険
期
間
を
通
し
た
累

計
損
益
で
見
れ
ば
収
益
性
が
あ
る
保

険
契
約
で
あ
っ
て
も
、
販
売
し
た
年

度
で
は
損
失
が
発
生
し
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の

マ
ー
ジ
ン
が
低
下
し
て
し
ま
う
。
こ

れ
に
よ
り
、
こ
の
制
約
が
な
け
れ
ば

販
売
で
き
る
は
ず
の
保
険
商
品
を
売

り
止
め
に
し
た
り
、
こ
の
制
約
を
ク

リ
ア
で
き
る
よ
う
に
商
品
内
容
を
変

更
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
っ

た
。
Ｅ
Ｓ
Ｒ
で
は
そ
の
よ
う
な
制
約

が
な
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

な
お
、
経
済
価
値
ベ
ー
ス
で
保
険

負
債
を
評
価
す
る
際
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｒ
を

用
い
て
保
険
負
債
の
過
度
な
変
動
性

を
抑
制
す
る
仕
組
み
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
た
だ
、
21
年
６
月
に

公
表
さ
れ
た
検
討
資
料
の
中
で
開
示

さ
れ
て
い
る
リ
ス
ク
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご

と
の
リ
ス
ク
量
を
見
る
と
、
生
命
保

険
会
社
に
お
い
て
は
金
利
リ
ス
ク
の

占
率
が
依
然
と
し
て
高
い
。
低
金
利

環
境
の
な
か
、
金
利
リ
ス
ク
へ
の
対

応
の
巧
拙
が
今
後
の
命
運
を
左
右
す

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
保
険
商
品
戦

略
や
資
産
運
用
戦
略
な
ど
、
生
命
保

険
会
社
の
今
後
の
動
向
を
引
き
続
き

注
視
し
て
い
き
た
い
。

た
か
は
し
　
り
ゅ
う
じ

東
北
大
学
理
学
部
卒
。
明
治
生
命

（
現
明
治
安
田
生
命
）
を
経
て
03
年

か
ら
現
職
。
日
本
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー

会
正
会
員
、
年
金
数
理
人
、
日
本
証

券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
認
定
ア
ナ
リ
ス

ト
。
生
命
保
険
会
社
に
対
す
る
責
任

準
備
金
の
監
査
業
務
の
ほ
か
、
リ
ス

ク
管
理
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
17
等
の
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
業
務
を
担
当
。
主
著
に

『
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ

ー
規
制
へ
の
対
応
』（
中
央
経
済
社
、

監
修
責
任
者
）。

金融財政事情 2022． 3．2221


